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ショウガの殺菌・抗菌効果とその実用化に向けた解析 
 
芋川 浩＊ 有馬萌美＊＊ 水城明美＊＊＊ 
 
An analysis for practical challenges of antibacterial effects in ginger plants 
 
Yutaka IMOKAWA Moemi ARIMA Akemi MIZUKI 
 
Abstract 
Purpose: Ginger plants have long been used as preservatives or seasonings. Recently, however, researchers have 
been drawn to the physiologic effects of ginger on diseases such as cancer and arteriosclerosis. The specific purpose 
of this study was to analyze the antibacterial effect of ginger.  
Methods: ①The disk diffusion method was applied in order to analyze the antibacterial effects of different parts of 
gingers. ②This analysis was conducted by applying an embrocation (extracted from ginger juice) to hairless mice. 
Results & Discussion: ①Commercial gingers and grated live ginger were analyzed and compared in terms of their 
antibacterial effects; the ginger pastes formed 31mm inhibitory circles and 25–50mm inhibitory circles, respectively. 
The sizes of these inhibitory circles were therefore very similar to those produced by antibiotics, ampicillin and other 
commonly-used antibacterial agents. ②In terms of the antibacterial effects of the embrocation extracted from ginger 
juice, the rate of decrease in the number of bacteria was 76.9%. This rate was much higher than the rate (11.3%) 
recorded by the control experiment using physiological saline solution. In conclusion, the data confirmed the very high 
antibacterial effects of ginger. 
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要 旨 
目的：ショウガは、古くから防腐剤や調味料などとして使われていた。近年では、ガンや動脈硬化などに及ぼ
す生理学的影響についても注目されている。このようなショウガの殺菌・抗菌効果の有無とその実用化に向け
た解析を行った。 
方法：①ショウガの殺菌・抗菌効果を解析するため、阻止円形成法等を使用した。②ヘアレスマウスを用いて、
ショウガ汁の塗擦による殺菌・抗菌効果を調べた。 
結果と考察：①市販のチューブ入りショウガと生のショウガすりおろしによる阻止円形成を解析したところ、
それぞれ31mm、25～50mmの阻止円が形成された。この阻止円の大きさは、抗生物質であるアンピシリン等と
同程度以上であり、ショウガ汁に高い殺菌・抗菌効果があることが明らかとなった。②ヘアレスマウスを用い
てショウガ汁綿での塗擦効果を調べた結果、塗擦前後での細菌コロニー数の減少率は76.9％であり、対照実験
としての生理的食塩水の減少率11.3％と比べて、明らかな殺菌・抗菌効果がみとめられた。 
 
Key words：ショウガ、表皮ブドウ球菌、ヘアレスマウス、殺菌・抗菌効果 
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Ⅰ．緒 言 
 ショウガの歴史は古く、狩猟生活の手段として肉
や魚などの生ものを食べ始めた頃から、防腐剤や調
味料あるいは医薬品として使われてきたとされてい
る1)。このようなショウガは、熱帯アジア原産のショ
ウガ科に属する多年草であり2)、わが国には、３世紀
頃、中国より伝わったことが魏志倭人伝に記されて
いる3)。当時は「クレノハジカミ」とよばれていたと
言われている1,3)。クレは当時の呉(現在の中国)、ハ
ジカミは山椒を指し、辛味をもつことが語源とされ
ている3)。８世紀の平安時代になると、ショウガは日
本でも栽培されるようになり、日本最古の医学書「医
心方」（948年頃）には「平安貴族たちが、生姜の薬
効を認め、風邪薬として愛用していた」という記載
もある4,5)。 
 ショウガには、100種類以上の芳香性揮発成分と
250種類以上の刺激性辛み成分が含まれており、この
ような多種成分の相互作用でショウガの様々な薬効
が生まれるものと言われている4)。辛み成分の主なも
のは、ジンゲロール、ショウガオール、ジンゲロン
という成分である6,7,8)。ジンゲロールは辛み成分の中
で最も多く含まれる成分であり、ショウガオールや
ジンゲロンもジンゲロールから生成される成分であ
るため最も注目されていると言われている9）。 
 ショウガの漢方としての治療への応用は、消化器
系症状、特に吐気、乗り物酔い、妊娠悪阻（妊娠中
の過度の嘔吐）への予防投与であると言われてい 
る4,8)。漢方において生のショウガは、新陳代謝機能
を促進し、体内の余分な水分を排出させる目的で嘔
吐、咳嗽、腸満、鼻づまりなどにも用いられてい  
る10）。一方「乾姜」（十分に乾燥させたショウガ）は
腹冷痛、腰痛、下痢などに用いるとされている。一
般には生のショウガは乾姜と比べて胃を丈夫にする
こと、吐き気止めの効果が大きく乾姜は内臓の冷え
において体内を温めるために用いるとされている11)。
また、近年では、ガンや動脈硬化12,13)、エネルギー代
謝14-18)、アレルギーなどに及ぼすショウガの生理学的
影響についての報告もある3,19,20)。 
 例えば、ヒト乳腺ガンである乳ガン細胞において、
ジンゲロールは、乳腺ガンの浸潤、乳腺ガン細胞  
の運動性、マトリックスメタロプロテアーゼ-２
(Matrix MetalloProteinase-2、MMP-2）またはMMP-9
の活性に対しての抑制力があると言われている12)。
このように、ショウガ抽出成分であるジンゲロール
は乳ガン抑制機序があると言われている3)。 
 これらのことより、ショウガにはさまざまな効果
があることがわかる。このようなさまざまな効能を
看護や医療の現場に生かせないか、さらに、その中
で何が看護のメディカルケアとして活かせるのかを
考えたうえで、まず生姜にはどの程度の殺菌・抗菌
効果があるのか、また、その程度が医療技術として
使えるのかという点に注目した。さらに、生姜は、
食材としても広く利用されているため、生体への生
理的影響も少ないと考えられ有効活用が可能である
とも考えた。 
 そこで、本研究では、ショウガにあると言われて
いる多くの効果の中で殺菌・抗菌効果に注目し、阻
止円形成で解析するディスク拡散法に加え、細菌と
ショウガの直接接触による効果という独自の解析方
法やショウガを用いた塗擦消毒法などの解析方法に
より多面的にショウガの殺菌・抗菌効果を解析した
ので報告したい。 
 
Ⅱ．方 法 
１．対象細菌と寒天培地 
 本研究で使用した細菌は、本研究室で管理・維持
している表皮ブドウ球菌（Staphylococcus epidermidis）
である。この表皮ブドウ球菌は、研究室において、
20％グリセロール保存液として－80℃で保存されて
いる。必要時に寒天培地に塗布し、37℃の恒温器で
15時間培養したものを使用した。 
 表皮ブドウ球菌は、ブドウ球菌属の中では最もヒ
トに普遍的な菌種であり、皮膚表面、鼻腔などの常
在菌叢であるが、病原性は非常に低い21,22)。しかし、
何らかの原因で免疫力が低下し、易感染患者の方で
は日和見感染症を起こす原因菌となる18)。さらに、浅
い褥瘡では表皮ブドウ球菌での感染を生じることが
多いと言われていることから22)、本研究における殺
菌・抗菌効果の研究に適すると思い、選択した。 
 寒天培地は、表皮ブドウ球菌専用の卵黄加マンニ
ット食塩寒天培地（栄研化学）を使用した。 
２．阻止円の形成方法 
 阻止円形成実験の際に寒天培地に塗布する細菌は、
以下のように準備した。卵黄加マンニット食塩寒天
培地において培養した１mmサイズの細菌コロニー
を１個とり、生理的食塩水３mlに懸濁したものをオ
リジナル細菌液とした。本研究ではこのオリジナル
細菌液を生理的食塩水でさらに1000倍に希釈した液
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（以下、細菌液と呼ぶ）を使用した23)。これで10cm
シャーレに２×105個の細菌コロニー形成が見込ま
れる。 
 次に、表皮ブドウ球菌の細菌液を、滅菌綿棒を用
いて卵黄加マンニット食塩寒天培地の表面全体に一
様に塗布した。その寒天培地の中央にショウガ試料
を置いて、その後37℃恒温器で15時間培養し、阻止
円を形成させることで、ショウガ試料の殺菌・抗菌
効果を調べた（図１）。 
３．ショウガ 
 使用したショウガは、市販のチューブ入りショウ
ガ（山忠わさび(株)）、生のショウガをスーパーで購
入した。 
 以下、チューブ入りショウガをチューブショウガ
と呼び。さらに、生のショウガについては、おろし
器ですりおろしたものを使用した。ただし、ショウ
ガの皮がついているものとついていないものを準備
した。それぞれを皮付きショウガすりおろし、皮な
しショウガすりおろしと呼び、皮付きショウガすり
おろしをシリンジで圧搾して得た抽出液をショウガ
汁とした23⁾。ちなみに、おろしショウガは、すりおろ
しショウガのみではなく、チューブショウガ、すり
おろしショウガすべての総称とする。 
４．ショウガの殺菌・抗菌効果の解析方法 
 ショウガの殺菌・抗菌効果の解析として、以下の
２種類の方法を使用した。 
１）おろしショウガ成分の殺菌・抗菌効果の解析方
法 
① おろしショウガの阻止円形成の解析 
 チューブショウガ、皮付きショウガすりおろし、
皮なしショウガすりおろしの殺菌・抗菌効果を解析
する方法は以下のように行った。細菌液を塗布した
寒天培地の中央に、各ショウガ試料を１gずつ乗せた
ものを準備し、培養した。 
② ショウガ汁をしみこませたろ紙による阻止円形
成の解析 
 細菌液を全体に一様に塗布した寒天培地中央にシ
ョウガ汁を十分にしみこませたろ紙を置き、阻止円
の形成を調べた。対照実験として、生理的食塩水を
しみこませたろ紙、アンピシリン10（日本べクトン・
ディッキンソン(株))、カナマイシン30（日本べクト
ン・ディッキンソン(株)）を使用した。この時使用
したろ紙は直径10mmであり、アンピシリン、カナマ
イシンのディスクの大きさは直径６mmである。 
③ ショウガ汁寒天培地を用いた殺菌・抗菌効果の
解析 
 ショウガ汁の殺菌・抗菌効果を阻止円とは別の方
法によっても実施した。 
 ショウガ汁をしみこませた寒天培地を作成し、使
用した（ショウガ汁寒天培地と呼ぶ）。その形成方法
は、簡単には以下のとおりである。卵黄加マンニッ
ト食塩寒天培地に生理的食塩水、ショウガ汁をそれ
                      阻止円 
 
A                 B 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：試料またはろ紙 
 
 
     図１．阻止円の形成方法 
 Ａ；滅菌綿棒を使用し、表皮ブドウ球菌を寒天培地への塗布した．Ｂ；細菌を塗布した寒天培地
の中央に試料を置き培養することで、阻止円の形成をみた． 
 ⇔は阻止円の直径を示す． 
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ぞれ１mlずつ隙間なく寒天培地全体にしみこませ
たものを準備した。その後、37℃恒温器で１時間乾
燥させ、寒天培地の左半分のみに表皮ブドウ球菌を
塗布し、培養した。対照実験として、ショウガ汁の
代わりに生理的食塩水を使用し、同様に寒天培地の
左半分のみに細菌を塗布した（図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）ショウガによるヘアレスマウス背部の塗擦効果
の解析方法 
① 実験動物 
 使用したマウスは、九動(株)から購入し、動物実
験施設で維持・管理していたヘアレスマウスである
（図３）。このマウスの特徴は、獣毛がないために、
ヒトの皮膚の研究の代用に適した動物である24)。 
 また、本動物実験においては、福岡県立大学動物
実験委員会に申請し、当委員会より許可されている。 
 
 
 
 
② ショウガ汁の塗擦によるヘアレスマウスの背部
での、殺菌・抗菌効果  
 塗擦消毒の方法においては、先行研究にて70％エ
タノール等を用いたヒトへの塗擦消毒方法を解析・
発表しており25,26)、その先行研究に基づいてヘアレス
マウス用に応用した塗擦消毒方法で行った27)。すな
わち、先行研究においてヘアレスマウスの背面全面
を使用した塗擦消毒の解析は、ヒトを使用した場合
にと同等の結果が得られることがわかっており、シ
ョウガ汁を用いた場合でも基本的にはその手法に基
づき、解析を行った27)。簡単には、ショウガ汁をしみ
こませたショウガ汁綿や、対照実験として生理的食
塩水をしみこませた生理的食塩水綿という２種類の
綿を準備した。これらショウガ汁綿など２種類の綿
による塗擦前後でヘアレスマウス背面の細菌数の変
動を解析した。具体的には、以前の文献にもあるよ
うに27)、ヘアレスマウスの背面全面を滅菌綿棒を用
いてまんべんなく、頭部から尾部に向う縦方向に６
回塗擦することで表皮ブドウ球菌を採取し、採取し
た表皮ブドウ球菌をシャーレの右半分の寒天培地上
に塗布した。その後、ショウガ汁綿（１辺３cmの正
方形）でヘアレスマウスの背面全面を頭部から尾部
に向う縦方向で３回塗擦消毒した。塗擦消毒後、背
面表皮上のショウガ汁を乾かすため、そのまま１分
置き、背面のショウガ汁を乾かした。ショウガ汁が
乾いたのち、新しい滅菌綿棒を用いて前述と同じヘ
アレスマウス背面全面をまんべんなく、頭部から尾
部に向かう縦方向で６回塗擦する。次に、塗擦消毒
後のヘアレスマウスの背面全面から表皮ブドウ球菌
を採取し、シャーレの左半分の寒天培地上に塗布し、
37℃の恒温器に18時間培養した（図４）。この際、ヘ
アレスマウス背面からの細菌の回収やショウガ汁綿
による塗擦消毒効果が実験者により変動しないよう
に、細菌の回収や塗擦は本研究を通して同一人物が
行い、結果の均一性や普遍性を保てるように配慮し
た。また、対照実験として、ショウガ汁綿の代わり
に、ショウガ汁と同量の生理的食塩水をしみこませ
た生理的食塩水綿（１辺３cmの正方形)を用いて、
ショウガ汁綿の場合と全く同様の手法で生理的食塩
水による塗擦消毒効果を調べた。 
 
  
  ヘアレスマウス          ICRマウス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３．ヘアレスマウスとICRマウス 
 左がヘアレスマウスであり、右がICRマウスである。ヘ
アレスマウスはICRマウスとは違い、獣毛がない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
細菌有 細菌無 
 
図２．ショウガ汁寒天培地を用いた殺菌・抗菌効果
の解析 
 ショウガ汁をしみこませた寒天培地への細菌塗布方
法。 寒天培地の右半分のみに細菌を塗布した。 
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Ⅲ．結 果 
１．ショウガの殺菌・抗菌効果の解析 
１）おろしショウガの阻止円形成 
 ショウガの殺菌・抗菌効果を解析するため、寒天
培地にチューブショウガ、皮付きショウガすりおろ
し、皮なしショウガすりおろしを置き、阻止円の形
成を調べた。その結果、チューブショウガ１gを寒天
培地中央に乗せたものにおいては、阻止円が約
31mmとなった（図５Ａ）。チューブショウガの幅は
約17mmであり、矢印で示したチューブショウガ周囲
の細菌の生えていない部分は半径約７mmであった
（図５Ａ）。また、皮付きショウガすりおろし１gを
乗せたものにおいても、約25～50mmの阻止円が得
られた（図５Ｂ、Ｃ）。皮付きショウガすりおろしの
幅は約19～21mmであり、矢印で示した皮付きショ
ウガすりおろし周囲の細菌の生えていない部分は半
径約5～20mmであった（図５Ｂ、Ｃ）。また、皮なし
ショウガすりおろし１gを寒天培地の中央に乗せた
ものにおいても、約26～28mmの阻止円が形成され
た（図５Ｄ）。皮なしショウガすりおろしの幅は約18
～19mmであり、矢印で示した皮付きショウガすり
おろし周囲の細菌の生えていない部分は約６～７
mmであった（図５Ｄ）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）ショウガ汁をしみこませたろ紙による阻止円形
成の解析 
 すりおろしたショウガからしみ出た液性成分(シ
ョウガ汁)の殺菌・抗菌効果を調べるため、ショウガ
汁の阻止円形成を解析した。ショウガ汁をろ紙にし
みこませたもの、および負の対照実験としての生理
的食塩水をろ紙にしみこませたもの、正の対照実験
として抗生物質であるアンピシリンやカナマイシン
を浸み込ませたディスクを寒天培地中央に置き、阻
止円の形成を調べた。その結果、ショウガ汁をしみ
こませたろ紙においては約42mm～48mmの阻止円
A                     B   
                      
 
 
 
 
 
 
塗擦前 塗擦後 
 
     図４．ヘアレスマウスでの塗擦による殺菌・抗菌効果の解析 
 ヘアレスマウスでの塗擦による殺菌・抗菌効果をみたものである。Ａ；ヘアレスマウスを用い、
ショウガ汁綿での塗擦方法、Ｂ；塗擦前後でのヘアレスマウス背部の細菌の塗布方法である。 
A          B  
 
 
 
 
 
C                  D 
 
 
 
 
 
チューブショウガ 皮付きショウガおろし
皮なしショウガおろし皮付きショウガおろし
図５．おろしショウガの阻止円形成の解析 
 チューブショウガ・皮付きショウガおろし・皮なしショ
ウガおろしの阻止円形成。Ａ；チューブショウガ、Ｂ、Ｃ；
皮付きショウガおろし、Ｄ；皮なしショウガおろし。また、
白の矢印は阻止円部分を示している。 
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がえられた（図６Ａ）。ろ紙は直径10mmであり、矢
印で示したろ紙周囲の細菌の生えていない部分は半
径約７～22mm（平均18mm）であった（図６Ａ）。ア
ンピシリンのディスクでも、約35mmの阻止円が形
成された（図６Ｂ）。カナマイシンのディスクでは、
約13mmの阻止円が形成された（図６Ｃ）。それぞれ、
ディスクの直径は約６mmであり、アンピシリンに
よる阻止円の大きさは半径約14.5mmであり、カナ
マイシンによる阻止円の大きさは半径約3.5mmで
あった（図６Ｂ、Ｃ）。負の対照実験である生理的食
塩水をしみこませたろ紙には阻止円は形成されなか
った（図６Ｄ）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 また、ショウガ汁をしみこませたろ紙での阻止円
を直径45mmとし、アンピシリン、カナマイシンそれ
ぞれとの相対値を算出した（表１）。その結果、ショ
ウガ汁の殺菌・抗菌効果はアンピシリンの約1.3倍、
カナマイシンの約3.5倍に相当することが認められ
た。 
３）ショウガ汁寒天培地を用いた殺菌・抗菌効果の
解析 
 ショウガ汁の殺菌・抗菌効果をさらに解析するた
め、ショウガ汁あるいは、生理的食塩水をしみこま
せた寒天培地に細菌を塗布し培養・増殖させた。２
種類の寒天培地上での細菌コロニー数を比較するこ
とで、ショウガ汁と生理的食塩水の殺菌・抗菌効果
の違いを解析した。その結果、ショウガ汁寒天培地
では、表皮ブドウ球菌のコロニー数は3420個であっ
た（図７Ａ、図８）。それに対し、負の対照実験であ
る生理的食塩水寒天培地では、表皮ブドウ球菌のコ
ロニー数は9549個であった（図７Ｂ、図８）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 A                   B 
 
 
 
 
 
C                   D 
 
 
 
 
 
ショウガ汁 アンピシリン 
カナマイシン 生理的食塩水 
図６．ショウガ汁をしみこませたろ紙による阻止円
形成の解析 
 ショウガ汁の阻止円形成。Ａ；ショウガ汁、Ｂ；アンピ
シリン、Ｃ；カナマイシン、Ｄ；生理的食塩水。また、白
の矢印は阻止円部分を示している。 
表１．ショウガ汁ろ紙とディスクとの阻止円の比較 
 ショウガ汁 アンピシリン カナマイシン 生理的食塩水 
大きさ(mm) 45 35 13 0 
相対値１ 1.3 1 0.4  
相対値２ 3.5 2.7 1  
相対値１：アンピシリンで形成された阻止円の直径35mmを基準値１としたときの各阻止円の相対値。{相対値＝各阻止円
の直径(mm)÷抗生物質の阻止円の直径(mm)｝。 
相対値２：カナマイシンで形成された阻止円の直径13mmを基準値１としたときの各阻止円の相対値。 
A     有 無         B     有 無 
 
 
 
 
 
 
図７．ショウガ汁寒天培地での殺菌・抗菌効果の解
析 
 ショウガ汁の殺菌・抗菌効果を阻止円以外の方法で解
析した。図２で説明したように、各寒天培地上での細菌の
増殖を調べるために、左半分のみに細菌を塗布した（有と
表示）。また、右半分は対照実験として細菌を塗布してい
ない（無と表示）。Ａ；ショウガ汁寒天培地、Ｂ；生理的
食塩水寒天培地。 
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４）ショウガ汁によるヘアレスマウス背部の塗擦効
果の解析 
 これまでの結果より、ショウガに殺菌抗菌効果が
あることが分かった。そのショウガの殺菌抗菌効果
が実際の医療現場で実用化できるかどうかを検討す
るため、ヘアレスマウスを用いて、ショウガ汁を用
いた塗擦消毒の効果を解析した。ショウガ汁綿、生
理的食塩水綿を準備し、両綿の塗擦前後でのヘアレ
スマウスの背中における表皮ブドウ球菌の細菌コロ
ニー数の変化を調べた。ショウガ汁綿での塗擦前で
は、ヘアレスマウス背中の表皮ブドウ球菌のコロニ
ー数は1575個、1674個、1701個（図９Ａ－Ｃ、表２）
であったが、塗擦後の表皮ブドウ球菌のコロニー数
は108個、720個、315個（図９Ａ－Ｃ、表２）と大幅
に減少した。また、生理的食塩水綿での塗擦前では、
ヘアレスマウス背中の表皮ブドウ球菌のコロニー数
は1989個（図９Ｄ、表２）であり、生理的食塩水綿
による塗擦後の表皮ブドウ球菌のコロニー数は1764
個であった（図９Ｄ、表２）。これらの結果をグラフ
として表したところ、ショウガ汁綿で塗擦後の表皮
ブドウ球菌のコロニー数が生理的食塩水綿で塗擦し
たものと比べ明らかに低くなったことがわかった
（図10）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
3420
9549
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ショウガ汁寒天培地 生理的食塩水寒天培地
表皮ブドウ球菌の細菌コロニー数
図８．ショウガ汁による表皮ブドウ球菌細菌コロニ
ー数の比較 
 図７の細菌コロニー数を数えた結果をグラフに表した
ものである。左がショウガ汁寒天培地に表皮ブドウ球菌
を塗布した細菌コロニー数、右が生理的食塩水寒天培地
を塗布した細菌コロニー数。 
 A   前  後         B   前 後 
 
 
 
 
 
C      前  後        D   前  後 
 
 
 
 
 
ショウガ汁 ショウガ汁
ショウガ汁 生理的食塩水  
図９．ショウガ汁によるヘアレスマウス背部での塗
擦効果の解析 
 ショウガ汁によるヘアレスマウス背部での塗擦効果を
みたものである。Ａ、Ｂ、Ｃ；ショウガ汁、Ｄ；生理的食
塩水 
表２．ヘアレスマウス背部での塗擦前後の表皮ブドウ球菌の細菌コロニー数の変化 
 ショウガ汁綿 
ヘアレスマウス１
（図９Ａ） 
ショウガ汁綿 
ヘアレスマウス２
（図９Ｂ） 
ショウガ汁綿 
ヘアレスマウス３ 
（図９Ｃ） 
生理的食塩水綿 
ヘアレスマウス 
（図９Ｄ） 
塗擦前の細菌コロニー数（個） 1575個 1674個 1701個 1989個 
塗擦後の細菌コロニー数（個） 108個 720個 315個 1764個 
塗擦前の平均数（個） 1650個  
塗擦後の平均数（個） 381個  
減少率（％） 76.９％ 11.3% 
 図９の細菌コロニー数を表にまとめたものである。左からショウガ汁綿での背部の塗擦前後での細菌コロニー数とその
平均、対照実験として生理的食塩水も同様に行った。 
 また、減少率とは、生理的食塩水と比べた塗擦前後の減少率を示しており、以下の計算式を用いた．［｛（対照実験におけ
る細菌コロニー数)－(ショウガ汁における細菌コロニー数)}÷(対照実験における細菌コロニー数)]×100 
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Ⅳ．考 察 
１）おろしショウガの阻止円形成による解析 
 阻止円形成方法により、市販のチューブ入りショ
ウガ、生の皮付きショウガすりおろし、生の皮なし
ショウガすりおろしの殺菌・抗菌効果を解析した（図
５）。その結果、チューブショウガの周囲に約31mm
の阻止円が形成され、皮付きショウガすりおろしに
おいては、約25～50mmの阻止円、皮なしショウガす
りおろしにおいては、約26～28mmの阻止円が形成
された（図５Ａ、Ｃ、Ｄ）。これらの結果より、近   
年のいくつかの先行研究でも言われていたよう  
に7,8,28,29)、本研究で調べたすべてのおろしショウガに
おいて殺菌・抗菌効果があることが明らかとなった。
ただし、最近発表された別の先行研究では「すりお
ろしショウガには抗菌効果がなかった」という結果
で、本研究結果とは大きく異なっていた30)。この先行
研究においては、阻止円形成(ペーパーディスク拡散
法)および表皮ブドウ球菌を使用したという点で本
研究と類似した研究手法を用いているが、ショウガ
をすりおろした後、濾過フィルターを通してショウ
ガの固形物と液体成分に分離している点が異なる。
したがって、その濾過フィルターを通す過程で殺菌・
抗菌効果が失われた可能性が考えられる。たとえば、
濾過フィルターへの有効成分の吸着、あるいは濾過
フィルターを通すなどのタイムロスによる有効成分
の失活、あるいは揮発したことが考えられる。本研
究では、そのような有効成分の失活や揮発などによ
る殺菌・抗菌効果が失われることを危惧し、ショウ
ガをすりおろした後は速やかに阻止円形成の解析に
進んだことで有効な殺菌抗菌効果がみられたものと
思われる（図５Ａ、Ｃ、Ｄ）。 
 さらに、図５の結果では、皮付きショウガすりお
ろしの阻止円の方が皮なしショウガすりおろしの阻
止円より大きい傾向にある（図５Ｃ、Ｄ）。これにつ
いては、ショウガの皮をむく操作が原因と考えられ
る。すなわち、理由の一つ目としては、ショウガの
殺菌・抗菌効果に重要な成分と考えらえているジン
ゲロール、ショウガオールなどがショウガの皮のす
ぐ裏側に比較的多く存在しているということから31)、
皮を除くことで殺菌・抗菌効果の有効成分が皮なし
ショウガすりおろしで減少したためではないかと考
えられる。さらに、もう一つの可能性は、ショウガ
の殺菌・抗菌効果に重要な成分と考えらえているジ
ンゲロール、ショウガオールなどは揮発性成分であ
り4,6-9)、ショウガはいびつな形である上、凹凸の多い
ショウガの皮をむき終わるまでに時間がかかり、少
しずつではあるが有効成分が揮発し、減少したとも
考えられる。今後その原因も究明したいと思ってい
る。 
 また、チューブショウガの阻止円の方が、皮付き
ショウガすりおろしの阻止円と比べて若干小さい
（図５Ａ、Ｃ）。これについても、もしかすると、チ
ューブショウガにおいては皮の部分を多く取り除い
ており、有効成分を多く含んでいない可能性がある。
ただし、チューブショウガの阻止円はとてもきれい
であり、阻止円の中に細菌コロニーなどは一切見ら
れなかった（図５Ａ）。この理由としては２つのこと
が考えられる。１点目は、チューブショウガは市販
のチューブ入りおろしショウガであり、長期保存の
ために防腐剤などが添加されており、それによる阻
止円形成が促進された可能性がある点である。ただ、
その市販のチューブ入りおろしショウガの商品ラベ
ルに表示されている成分表には明らかにわかる防腐
剤の有無は確認できなかった。表示されていた原材
料は、ショウガ、でんぷん、食塩、デキストリン、
ソルビトール、酒精、酸味料、安定剤（キサンタン
ガム）、酸化防止剤（ビタミンＣ）、調味料（アミノ
0
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ショウガ汁綿 生理的食塩水
塗擦前後での
表皮ブドウ球菌細菌コロニー数の変化
塗擦前の細菌コロニー数(個)
塗擦後の細菌コロニー数(個)
図10．ショウガ汁塗擦前後の細菌コロニー数の減少
 表２の結果をグラフに表したものである。左；ショウガ
汁綿で塗擦前後の細菌コロニー数。右；生理的食塩水綿で
塗擦前後の細菌コロニー数。矢印は細菌コロニー数の減
少を示している。 
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酸）、香料、香辛料抽出物であった。この中で、ソル
ビトールはヒドロキシ基を多数持つ糖アルコールの
一種である。さらに、安定剤としてのキサンタンガ
ムも含有されている。これらは、食品の増粘剤とし
ての使用が多いことから、２点目の理由として、添
加物のソルビトールやキサンタンガムが、抗菌効果
以外の働きとして、ショウガ汁の状態をサラサラで
はなく、粘性を持つようにし、すりおろしショウガ
自体やろ紙上からこぼれることもなく、均一にショ
ウガ汁がろ紙の周りに安定して広がったということ
が考えられる。このようなチューブショウガに対し、
皮付きショウガすりおろしの阻止円は比較的大きい
が、その阻止円の内部に細菌コロニーと思われるも
のも見られる（図５Ｃ）。これについては今後さらに
解析を進めなくてはならないが、現時点ではショウ
ガの皮に付着している別の細菌である可能性が高い
と考えている。本研究に使用する前には水などで生
ショウガを十分に洗ってはいるが、いびつな形であ
る上、皮の凹凸の凹側奥に土などが入り込んでいる
が十分にとれたとは言えないかもしれないからであ
る。さらに、阻止円内にみられる細菌コロニーは、
ショウガの皮についている細菌であることからショ
ウガの殺菌抗菌効果の有効成分に対して抵抗性があ
り、おろしショウガの汁とともに流れ出た別の細菌
のコロニーとして阻止円の中に形成された可能性が
ある。 
 また、図５Ｂでは、皮付きショウガすりおろしが
中央から移動しているが、これは実験のごく初期段
階において皮付きショウガすりおろしを機械的に移
動させたものである。この結果から、ごく短時間で
のショウガの浸み込みによっても、皮付きショウガ
すりおろしを乗せたところに菌が生えていないこと
も判明し、ショウガすりおろしに殺菌・抗菌効果が
あることを示している。また、先行研究により、シ
ョウガ成分の、特に液性成分に殺菌・抗菌効果があ
るという結果もあるため13)、次に液性成分であるシ
ョウガ汁について解析を進めた。 
２）ショウガ汁をしみこませたろ紙による阻止円形
成の解析 
 阻止円形成方法により、ショウガ汁、生理的食塩
水、アンピシリン、カナマイシンでの殺菌・抗菌効
果を解析した（図６）。その結果、ショウガ汁の周囲
に約42～48mmの阻止円が、アンピシリンやカナマ
イシンのディスクの周囲には、それぞれ約35mm、約
13mmの阻止円が形成された（図６Ａ－Ｃ）。それに
対し、負の対照実験である生理的食塩水では阻止円
が全く形成されなかった（図６Ｄ）。図６Ａの阻止円
の結果より、ショウガ汁には非常に高い殺菌・抗菌
効果があることが明らかとなった。ただし、ショウ
ガ汁の大きな阻止円の内部には若干の細菌コロニー
が認められる。これについては今後さらに解析を進
めなくてはならないが、前述したように表皮ブドウ
球菌以外の細菌コロニーではないかと思われる。前
項の皮付きすりおろしショウガでの考察の際にも述
べているが、研究で使用したショウガ汁は皮付きす
りおろしショウガからしみ出た液性部分であるが、
ショウガの皮の凹凸の凹部分に付着していた細菌が
ショウガ汁に紛れ込んでいる可能性が一番高いと考
えている。また、その細菌はショウガの有効成分に
抵抗性を示す可能性があるため、表皮ブドウ球菌を
用いた阻止円形成時にショウガ汁とともに寒天培地
に流れしみ出たものと思われる。 
 次に、ショウガ汁の殺菌・抗菌効果を抗生物質で
あるアンピシリン、カナマイシンと比較するために、
それぞれアンピシリンの約35mmの阻止円を１、カ
ナマイシンの約13mmの阻止円を１としショウガ汁
の阻止円の大きさを算出したところ、ショウガ汁で
はアンピシリンの約1.3倍、カナマイシンの約3.5倍
もの阻止円が形成されたことになる（表１）。したが
って、ショウガ汁には抗生物質にも匹敵する高い殺
菌・抗菌効果があることが明らかとなった。 
 このように、ショウガ汁には、アンピシリン、カ
ナマイシンと同等以上の高い殺菌・抗菌効果があり、
この効果は抗生物質の代用としても利用できるレベ
ルであることも本研究で明らかとなった。今後は実
用化も視野に入れながら、ショウガ汁の殺菌・抗菌
効果と抗生物質の効果濃度との相関関係も解析して
いかなくてはならないと思っている。 
３）ショウガ汁含有寒天培地を用いた殺菌・抗菌効
果の解析 
 ショウガ汁の実用化を視野に入れながら、ショウ
ガ汁の殺菌・抗菌効果をより詳細に解析するため、
阻止円形成方法とは異なる方法を用いて解析した。
すなわち、ショウガ汁や生理的食塩水をしみこませ
た寒天培地の上で同数の表皮ブドウ球菌を培養させ、
両寒天培地上での細菌コロニー数の変化を解析する
ことで、ショウガ汁の殺菌・抗菌効果を解析した。 
 その結果、生理的食塩水含有寒天培地では、細菌
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コロニー数が9549個（図７Ｂ左側、表２）にのぼっ
たのに対し、ショウガ汁含有寒天培地では、細菌コ
ロニー数が3420個（図７Ａ左側、表２）となり、シ
ョウガ汁含有寒天培地での細菌コロニー数の大幅な
減少がみられた。これは、ショウガ汁をしみこませ
た寒天培地では、ショウガ汁の効果により細菌が増
殖しにくかったことを示しており、ショウガ汁に殺
菌・抗菌効果があることが示している。さらに、こ
のショウガ汁による殺菌・抗菌効果を生理的食塩水
の場合と比較するために、細菌減少率を以下の計算
式でおこなった。［{(対照実験における細菌コロニー
数)－(液性成分における細菌コロニー数)}÷(対照
実験における細菌コロニー数)]×100。その結果シ
ョウガ汁寒天培地における細菌コロニー数の減少率
は64.2％であった。さらに、これをグラフにしたと
ころ、ショウガ汁寒天培地では半数以下となる大幅
な細菌コロニー数の減少であったこともわかった
（図８）。このショウガ汁含有寒天培地という阻止円
形成と違う方法での結果によっても、ショウガ汁に
は高い殺菌・抗菌効果があることを明らかにできた。 
 これまでの結果に加え、図７や図８の結果より、
ショウガ汁が存在する領域では表皮ブドウ球菌が増
加しにくいことを示している。そこで、表皮常在菌
であり、日和見感染の原因にもなる表皮ブドウ球菌
や黄色ブドウ球菌への殺菌・抗菌としてのショウガ
の利用を考察したところ、本研究室で実績のあるス
キンクリーム作成を応用し、スキンクリーム中の液
性成分としてショウガ汁を加えることで、表皮上の
上記常在菌の殺菌・抗菌効果ももつスキンクリーム
を作成することができるのではないかと考えている。
ショウガ汁含有スキンクリームとして表皮にショウ
ガ汁を塗布することで、ショウガ汁の表皮常在菌へ
の殺菌・抗菌効果を長期的継続的にすることが可能
となるのではないだろうか。すなわち、ショウガ汁
を含有したスキンクリームを塗布することで、表皮
に常在する表皮ブドウ球菌などの数を減らすことも
可能となるかもしれない。たとえば、内臓などの手
術後に患者の腹部表皮に付着している細菌による感
染が近年問題視されている29,32)。さらに、この状況は
抗生物質の多用を生み、薬剤耐性菌を生むという結
果にもなっている29,32)。このような状況下で、ショウ
ガ汁を含有したスキンクリームを塗布することは、
抗生物質のみに頼らず、術後の表皮からの細菌感染
を減らす手段として有効となる可能性が充分ある。
今後は、抗生物質を使わないでも殺菌・抗菌効果を
高められるスキンクリームとして、ショウガなどの
ような殺菌・抗菌効果成分を含むスキンクリームな
どの開発・作成も進めたいと考えている33)。 
４）ヘアレスマウス背面のショウガ汁による塗擦効
果の解析 
 これまでの解析により、ショウガ汁には高い殺菌・
抗菌効果があることが明らかになったため、今後の
実用化の可能性を見据えた新しい試みとして医療技
術への応用をめざし、ヘアレスマウスを用いたショ
ウガ汁による塗擦消毒効果の解析をおこなった（図
３－図４）。その結果、表２にあるように、ショウガ
汁綿において、塗擦前の細菌コロニー数は平均で
1650個であったのに対し、ショウガ汁綿による塗擦
後の細菌コロニー数は平均で381個というように大
幅に減少した（図９Ａ－Ｃ、表２）。それに対し、負
の対照実験である生理的食塩水綿では、塗擦前の細
菌コロニー数が1989個であったのに対して、塗擦後
は1764個となり、細菌コロニー数の減少がほとんど
みられなかった（図９Ｄ、表２）。この結果より、シ
ョウガ汁を用いた塗擦法はある種の消毒にも使える
レベルの明らかな殺菌・抗菌効果を示すことが確認
できた（図９、表２）。 
 さらに、ショウガ汁綿での塗擦前後での細菌コロ
ニー数の減少率を調べるため、ショウガ汁含有寒天
培地での細菌コロニー数の減少率算出の際と同様の
計算式を用いた。その結果、ショウガ汁綿での塗擦
前後での細菌コロニー数の減少率は76.9％であり、
生理的食塩水での塗擦前後の細菌コロニー数の減少
率11.3％と比較して、有意な減少率が得られた（表
２）。この表２をグラフにするとより明瞭化し、ショ
ウガ汁綿での塗擦後には大幅な細菌コロニー数の減
少が見られることがわかる（図10）。負の対照実験で
ある生理的食塩水綿での塗擦による細菌減少率と比
較して、ショウガ汁綿によるマウス背面での塗擦に
よる細菌減少率がとても大きいこともわかる（図10）。
この結果は70％エタノールや酢を用いた塗擦消毒を
解析した結果とある程度匹敵できるものであっ  
た25-27)。したがって、ショウガ汁には明らかな殺菌・
抗菌効果があり、今後さらに改善を加えることでそ
の効果を70％エタノール塗擦消毒のような医療技術
として応用できる可能性があることを示している。 
 本研究の結果より、ショウガ汁綿の塗擦により表
皮ブドウ球菌に対する殺菌・抗菌効果が得られるこ
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とが明らかになった。さらに、ショウガには抗生物
質と同等以上の阻止円形成能があることから、ショ
ウガの殺菌・抗菌効果は、抗生物質の代用としての
応用ばかりではなく、手指消毒対象者への塗擦やシ
ョウガ汁入りスキンクリーム使用などに利用できる
可能性がある。したがって、表皮ブドウ球菌等によ
る日和見感染症の予防のほか、褥瘡や手術後の感染
予防等にも活用することができる可能性があること
が本研究で明らかとなった。 
 今後は、ショウガオールやジンゲロール、ジンゲ
ロンなどのさまざまなショウガ抽出成分の中でも、
どの成分に殺菌・抗菌効果が含まれているのかを先
行研究も参考にしながら解析し、その殺菌・抗菌効
果を最大限に引き出すための条件も検討し、将来の
看護・医療技術に応用できるようにしたい。また、
今回はショウガの原液であるショウガ汁を使用した
が、先行研究でもあったように濃度別に希釈したシ
ョウガ汁の殺菌・抗菌効果の解析も行い29)、濃度別の
効果の変化を見ることで、薄めたショウガ汁でのう
がいやショウガ入り入浴など多岐にわたる活用法の
開発も期待できるのではないかと思われる。 
 また、ショウガは食用としても利用できるため、
将来的には、胃や腸内での洗浄などにも利用できな
いか、その際大腸菌などの腸内細菌に対してどのよ
うな反応を示すのかなどのさらなる解析を進めて行
きながら、ショウガの看護技術への応用へと広げて
みたい。 
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